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1．はじめに

　釧路炭田は，東部の釧路市東方を中心とする地域と，西

部の白
しらぬか

糠丘陵とに分かれて分布する．白糠丘陵東部の雄
ゆうべつ

別

地区は，かつて雄別炭鉱が浦
うらほろ

幌層群の雄別層を対象に採炭

していた頃には，炭鉱の町として賑わいをみせていたが，

1970 年に閉山して以来，人気のない寂しい風景となって

しまった．ここでは，白糠丘陵東部の地質についてその概

略を紹介した後，白糠丘陵東部雄別地域のシュンクシタカ

ラ川沿いの地質のポイントを紹介する．

白糠丘陵東部を訪ねて
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２．白糠丘陵東部の地質の概要

　白糠丘陵には北北東方向の大規模な褶曲・断層を伴った

構造に規制されて，白亜系～古第三系の根室層群，古第三

系の浦幌層群および音
おんべつ

別層群，新第三系の厚
あつない

内層群および

阿寒層群，および第四系が分布する（第 1 図）．

　白亜系～古第三系根室層群は白糠丘陵において全層厚

4000 m 以上で，岩相により下位から白亜紀マーストリヒ

チアンの川上累層，マーストリヒチアン～古第三期暁新世

セランディアン前期の川
かわるっぷ

流布累層，セランディアン前期～

第２図　 白糠丘陵東部の層序・地質年代のまとめ．
水 野・ 百 石（1960），Urabe and Hoyanagi (2004) お よ
び日本地質学会編（2010）を基に編集．

第 1 図　 白糠丘陵の地質分布（50 万分の 1 地質図「釧路」：
山口ほか，1978 より）．
枠は第 4 図の位置．
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始新世ルテシアン前期の富川累層に区分される（日本の地

質「北海道地方」編集委員会編，1990；日本地質学会編，

2010）．富川累層からは 54.0 Ma の黒雲母 K-Ar 年代（柴

田ほか，1984）と 52.0 Ma のフィッション・トラック年

代（木村，1991）が報告されている．根室層群の主分布

域は白糠丘陵北西部であるが，東部の雄別付近においては

雄別断層により北北東方向に根室層群上部が狭小に分布し

ている（第 1 図）．

　始新統浦幌層群は下位から順に，別
べっぽ

保層・春
はるとり

採層・天
てんねる

寧

層・雄別層・舌
したから

辛層・尺
しゃくべつ

別層で構成される（第 2 図）．別

保層は根室層群を不整合に覆い，不淘汰な砂質礫岩ないし

基質支持礫岩から主として構成され，レンズ状の砂岩ない

し含礫粗粒砂岩が挟在することから扇状地を形成する礫質

網状河川で堆積したと考えられている（日本地質学会編，

2010）．春採層は別保層から漸移し，シルト岩・炭質シル

ト岩・細粒砂岩からなり，一部に礫岩層を挟む．下位の別

保層との関係から扇状地末端の細粒堆積物と考えられてい

る（日本地質学会編，2010）．天寧層は基質支持礫岩・含

礫砂岩・砂岩などからなり，礫は赤色チャートを含むこと

から，別保層の黒玉礫岩に対して赤玉礫岩と呼ばれ，古

流向が別保層とは逆の西南西→東北東が卓越することか

ら別保層とは異なる供給源が想定されている（七山ほか，

1994）．天寧層の堆積環境は扇状地の下流側に作られた網

状平原に堆積した砂質網状河川堆積物と解釈されている

（日本地質学会編，2010）．雄別層は砂岩・炭質シルト岩・

石炭層からなり，下部は陸成層の雄別夾炭部層，上部は汽

水成層の双
そううん

雲夾炭部層からなる．雄別夾炭部層はチャネル

構造・中粒砂岩から泥岩へ上方細粒化する堆積相・根化石

などから蛇行河川での堆積を示すと解釈されている（日本

地質学会編，2010）．一方，双雲夾炭部層は，生物擾乱を

受けた砂質シルト岩からなり，ウェーブリップルやカキの

産出から，潮流の卓越する内湾の潮間帯から潮下帯での堆

積を示すと解釈されている（日本地質学会編，2010）．舌

辛層は下位から錦
にしきざわ

沢砂岩部層・ユケピラ砂質シルト岩部

層・ポン舌辛砂岩部層に区分されている．堆積環境は，カ

キを含む錦沢砂岩部層の内湾環境から内側陸棚へと徐々

に深くなった後に，ハンモック状斜交層理を持つポン舌辛

砂岩部層の外浜環境まで浅海化したと考えられている（日

本地質学会編，2010）．尺別層は，下部は石炭層を挟む炭

質頁岩やシルト質岩からなり，中部から上部はウェーブリ

ップルを持つ砂岩層やトラフ型斜交層理を持つ砂岩層か

らなることから，下部は海岸近くの淡水湿地，中部から

上部にかけては内湾環境が推定される（日本地質学会編，

2010）．

　浦幌層群の年代に関しては海保（1983）が底生有孔虫

から舌辛層を石狩炭田の幌
ぽろない

内層の中部～上部に対比し，後

期始新世とした（第 3 図；日本の地質「北海道地方」編

集委員会編，1990；日本地質学会編，2010）．また，舌

辛層から産出する渦
うずべんもうそう

鞭毛藻化石もこの対比を支持して

いる（第 3 図；Kurita and Matsuoka, 1994；須藤ほか，

2005）．また，白糠丘陵西部の浦幌地域で，別保層・春採

層・天寧層に相当する留
るしん

真層から38.0 Maのフィッション・

第 3 図　釧路炭田古第三系の年代と石狩炭田・常磐炭田との対比（須藤ほか，2005）.

中嶋　健・小笠原正継・佐脇貴幸・鈴木祐一郎・棚橋　学・金子光好・門澤伸昭・中西　敏



GSJ 地質ニュース Vol. 1  No.12（2012 年 12 月）     371

白糠丘陵東部を訪ねて

トラック年代が報告されており（木村・辻，1990），微化

石年代と調和的である．

　始新統～漸新統音別層群は海成層の茶
ちゃろ

路層と縫
ぬいべつ

別層から

なり，下位尺別層とは軽微な平行不整合または整合関係に

あるとされる（第 2 図および第 3 図；日本の地質「北海

道地方」編集委員会編，1990；日本地質学会編，2010；

須藤ほか，2005）．茶路層は主として塊状シルト岩からな

り，基底部に含礫粗粒砂岩からなる大
おおまがり

曲砂岩部層を伴う．

縫別層は茶路層から整合漸移する砂岩層主体の地層で，砂

岩は凝灰質で安山岩片に富む．茶路層・縫別層ともに外

側陸棚の堆積物であると推定されている．（第 2 図；日本

地質学会編，2010）．音別層群の年代に関しては，海保

（1983）および Kaiho（1984）は底生有孔虫から茶路層

下部を石狩炭田の幌内層中～上部の後期始新世に対比し，

茶路層上部～縫別層を石狩炭田の紅
もみじやま

葉山層の前期漸新世に

対比している（第３図；日本の地質「北海道地方」編集委

員会編，1990；日本地質学会編，2010）．茶路層および

縫別層から産出する渦鞭毛藻化石による対比もこれと整合

的である（第 3 図；Kurita and Matsuoka, 1994；須藤ほか，

2005）．また，縫別層からは 32.6 ± 1.7 Ma の K-Ar 年代（柴

田・棚井，1982）および 32.2 Ma の K-Ar 年代（木村・辻，

1992）と 33.8 Ma のフィッション・トラック年代（木村・

辻，1990）が報告されている．

　雄別付近の上部漸新統は，布
ふっぷしない

伏内層とその相当層の

上
かみちゃろ

茶路層からなり，両層とも凝灰質シルト岩を主体とす

る（第 2 図；日本の地質「北海道地方」編集委員会編，

1990；日本地質学会編，2010）．上茶路層からは漸新

統中部を示す浮遊性有孔虫化石が得られており（海保，

1983），渦鞭毛藻化石・花粉化石の検討から漸新世末期に

対比された（栗田ほか，1998）.

　新第三系は従来，厚内層群に属する殿
とのきた

来層・知
ちちゃっぷ

茶布層と

阿寒層群に属する古
こたん

潭層に区分されていたが，最近珪藻化

石層序と岩相層序の再検討（卜部ほか，2003；Urabe and 

Hoyanagi, 2004）から大幅な層序の見直しが行われた．

Urabe and Hoyanagi (2004) によると下部中新統がチチャ

ップ川下流に存在し，新たにチチャップ川層と命名された

（第 2 図）．シュンクシタカラ川では下部中新統を欠き，布

伏内層を不整合で中部中新統下部の殿来層の硬質頁岩が覆

う．殿来層は珪藻化石帯 Denticulopsis lauta Zone （15.9-

14.9Ma）に属し，Desmostylus および Paleoparadoxia を

産出する（Urabe and Hoyanagi, 2004）．殿来層の上位に

は中部～上部中新統の知茶布層が部分不整合で覆う（第

2 図）．知茶布層は凝灰質シルト岩・凝灰質砂岩・珪藻質

シルト岩・軽石質凝灰岩からなる．知茶布層からは 7.71

± 0.39 Ma の K-Ar 年代も得られている（広瀬・中川，

1999）が微化石層序と矛盾する．知茶布層を不整合で覆

って，阿寒層群に属する上部中新統上部～鮮新統の古潭層

の塊状砂質シルト岩が分布する（第 2 図）．

３．巡検コースと露頭

　白糠丘陵東部のシュンクシタカラ川沿いにおいて，根室

層群上部，浦幌層群，音別層群および厚内層群知茶布層の

露頭の紹介を行う．第 4 図にシュンクシタカラ川沿いの

ルートマップを示す．以下では，下位の地層から上位に順

に紹介する．いくつかの地点は，山口ほか（1999）にも

雄別断層

雄別背斜

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

第 4 図　巡検ポイント図（背景地図は国土地理院電子国土 Web システムを使用）．
①〜⑨は本文中の地点番号に一致．雄別断層および雄別背斜は水野・百石（1960）による．
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記載があるので併せて参考にしてほしい．

地点①　根室層群上部層（山口ほか，1999 の地点⑤）

　布伏内からシュンクシタカラ川林道に入り 3 km ほど西

に進むと，急に険しい谷地形になり，道路沿いに断崖が出

現する．突然地形が変わったのは，雄別断層（第４図）を

通過して硬い根室層群が露出するようになったからで，こ

こが地点①である．崖を作る地層は古第三紀暁新世の根室

層群上部層の緻密で硬い暗灰色泥岩で，東に緩く傾斜して

いる（第 5 図）．ここでは層理に直交する節理が多い．根

室層群はシュンクシタカラ川沿いに北北東方向の背斜軸

（雄別背斜）に沿って分布する（第 4 図）．

地点②　根室層群と浦幌層群の不整合と別保層の礫岩（山

口ほか，1999 の地点⑥）

　地点①からさらに林道を 3 km ほど奥に進むと，橋を渡っ

たところで橋の左下に根室層群と浦幌層群の不整合の露頭

が観察できる．根室層群の層理泥岩の上に，うねった明瞭

な侵食面を持って浦幌層群基底の別保層の黒玉礫岩が載る．

礫岩が侵食に抗して張り出しているため，不整合面が良く観

察できる（第６図）．不整合面の走向傾斜は N50°E, 17°W．

不整合面直下の根室層群の走向傾斜は N45°E, 15°W でわ

ずかに斜交する．別保層の礫岩は円礫で，最大径は 20 cm

程度で花崗岩礫を含む．南側の川の南壁は根室層群の泥岩

の上に 20 m 程度の別保層礫岩が載っている．

地点③　春採層の砂岩

　さらに奥に入ったシュンクシタカラ川の屈曲点の道路沿

いが地点③である．ここでは，下位から成層した細粒～中

粒砂岩（50 cm+），黒玉円礫岩（1.4 m），黒い岩片を含む

淘汰の良い塊状粗粒砂岩（3 m），成層砂岩が観察できる（第

７図）．礫岩を挟むことから河川の堆積物であると推定さ

第 5 図　地点①の根室層群上部層の泥岩．
東（奥）に緩く傾く層理面と垂直の節理が見える．

第６図　地点②の根室層群と浦幌層群別保層の不整合面．
不整合面下面に礫岩が見える．

第７図　地点③の春採層の砂岩．
露頭下部に円礫岩を挟む．

第８図　地点④の雄別断層の破砕帯．
根室層群泥岩が直立している．
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れるが，上部の淘汰の良い塊状砂岩は外浜で堆積した浅海

成砂岩の可能性もある．

地点④　根室層群と浦幌層群の境界断層

　地点③から再び林道を下り，①の地点からシュンクシタ

カラ川に入り下流へと歩くと右岸が地点④である．北側の

根室層群は直立し，数 10 m にわたって断層破砕帯が連続

する（第８図）．断層の方向は N60°E で東に 80°急斜する．

これは第 4 図の雄別断層の露頭で，この断層は地形面に

も明瞭な傾斜変換線を作っている（第 4 図）．破砕帯の南

側は薄い炭層を挟んだ砂岩が断層と同じ走向傾斜で東急傾

斜している．その上位（南）は別保層の黒玉礫岩と春採層

と推定される砂岩が続く．

地点⑤　舌辛層のカキ床を含む砂岩

　地点④から南に連続した露頭だが，垂直方向の断層を境

に走向傾斜が急変する．断層の北側では N35°E, 45°E を

示すが，断層の南側のこの地点⑤の露頭ではN85°W, 23°

S と南傾斜に変わる．境界の垂直断層は見かけ上北落ちで

あるが，横ずれを示す条痕が認められ，横ずれ断層の可

能性がある．⑤の露頭の下部 8 m は淘汰の良い細粒砂岩

で，50 ～ 100 cm の厚さの化石カキ床を数枚挟む（第９

図）．砂岩にはウェーブリップルや平行葉理が発達するこ

とがある．カキ床には離弁の殻のみからなる掃き寄せのも

のと，合弁の殻が含まれるものとがある（第 10 図）．こ

れらの堆積構造とカキの産状から，静穏時に波浪の影響を

受ける下部外浜に，暴風時に潮間帯から流されてきたカキ

を含む砂が堆積する堆積環境が推定される．露頭上部の 5 

m は塊状シルト質細粒砂岩からなり，静穏時の波浪限界

より下に位置すると推定され，露頭下部より少し深い堆積

環境が推定される．5 万分の１地質図「雄別」（水野・百石，

1960）および日本地質学会編（2010）に従うと，下部が

第 10 図　地点⑤下部の舌辛層錦沢砂岩部層の化石カキ床．

第 11 図　地点⑥の尺別層の露頭．
　中央の暗色部が炭質泥岩および頁岩．

第９図　地点⑤の舌辛層砂岩の露頭．

第 12 図　 地点⑥の尺別層の露頭上部の炭質物に富んだ葉理の発達
する砂岩（第 11 図の左隅）．

  上部にウェーブリップルが認められる．
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舌辛層の錦沢砂岩部層に相当し，上部がユケピラ砂質シル

ト岩部層に相当すると考えられる．

地点⑥　シュンクシタカラ川右岸．尺別層上部と思われる．

　地点⑤の 500 m ほど下流の右岸が地点⑥である．この

露頭の走向・傾斜は N46°E, 30°E．下位から，平行葉理

の発達した淘汰の良い粗粒砂岩（5 m），炭質泥岩および

頁岩（1 m），炭質物に富んだ平行葉理およびウェーブリ

ップルの発達する砂岩（3 m）の順に累重する（第 11 図，

第 12 図）．全体に内湾的堆積環境が推定されることから

尺別層上部に相当すると考えられる（日本地質学会編，

2010）．

地点⑦　シュンクシタカラ川右岸の音別層群茶路層の露頭

　シュンクシタカラ川の砂防ダムの上流右岸が地点⑦であ

る．薄層理を成す茶褐色の珪質泥岩（第 13 図）の上に，

砂岩泥岩互層と塊状砂岩が不調和に載る．珪質泥岩は茶路

層の泥岩と考えられるが，西傾斜で，この付近の東傾斜の

一般的傾向と合わないこと，上に載るおそらく縫別層由来

と考えられる砂岩がほぼ水平で，下の茶路層の泥岩と傾斜

方向が合わないことから，この露頭全体が地滑りブロック

である可能性が高い．しかし，シュンクシタカラ川沿いで

茶路層の岩相を観察できる貴重な露頭である．

地点⑧　安山岩採石場

　厚内層群知茶布層中に貫入した安山岩で，火口部の露出

と推定される．柱状節理の発達した安山岩岩脈，凝灰角礫

岩，火口壁の崩壊によるスランプ堆積物など多種多様な火

山性噴出物が認められる（第 14 図）．厚内層群堆積時か，

それ以降に貫入したと推定される．

地点⑨　厚内層群知茶布層

　シュンクシタカラ川右岸の大露頭で，平行葉理の発達す

る凝灰岩と凝灰質泥岩の互層からなる厚内層群知茶布層が

観察できる（第 15 図）．露頭下部の走向・傾斜は N20°E, 

53°E であるが，露頭上部は N30°E, 36°E と緩傾斜になる．

４．おわりに

　この紹介記事では，白糠丘陵の層序・年代に関する概要

をまとめ，白糠丘陵東部のシュンクシタカラ川沿いに分布

する根室層群，浦幌層群，音別層群および厚内層群の露頭

を紹介した．シュンクシタカラ川沿いのルートは，白亜系

から新第三系までの層序の概略を一通り観察するには最適

第 13 図　地点⑦の露頭下部の茶路層珪質泥岩． 第 14 図　地点⑧の安山岩採石場．
柱状節理の発達した安山岩岩脈，スランプ堆積物，凝灰角
礫岩など．

第 15 図　 地点⑨の知茶布層の平行葉理の発達する凝灰岩と凝灰質
泥岩互層．

中嶋　健・小笠原正継・佐脇貴幸・鈴木祐一郎・棚橋　学・金子光好・門澤伸昭・中西　敏
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白糠丘陵東部を訪ねて

のルートである．ただし，雄別炭鉱の主要炭層を含む浦幌

層群雄別層と天寧層は断層で欠落しているため，このルー

トでは観察できない．天寧層と雄別層はシュンクシタカラ

川のさらに上流に分布するが，雄別層の観察を行うには，

布伏内から北に入った舌辛川沿いの露出が良く最適であ

る．山口ほか（1999）に舌辛川沿いの雄別層の露頭が紹

介されているので参照すると良い．

　シュンクシタカラ川沿いの見学を行うための注意点に触

れておく．シュンクシタカラ川沿いは国有林に属するため，

林道に入るにも林野庁の許可を事前に得る必要がある．許

可なく入り，調査や岩石採取すると法に触れるので，必ず

根釧西部森林管理署に入林承認申請すること．また，シュ

ンクシタカラ川沿いはヒグマの生息地となっているため，

調査は必ず複数名で行い，十分な装備（クマ鈴・クマ除け

スプレー・爆竹など）と用心が必要である．直前のクマ出

没情報は，入林承認証を受け取る際に根釧西部森林管理署

で教えてくれるので，必ず聞いておくこと．

　最後に，シュンクシタカラ川沿いの調査においては，根

釧西部森林管理署に国有林内の調査の許可をいただいた．

図面の作成にあたっては，地圏資源環境研究部門の仁道純

子氏のご協力を得た．これらの方々に感謝する．
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